
訪問看護ステーションなな心 看護師 菅井 志織

変形性膝関節症は、膝の軟骨がすり減ってくる病態で、年齢があがってくると特に女
性に多く出現します。実際は40代くらいから、症状が出てきます。
一般的な治療としては、飲み薬、湿布、関節注射、装具療法（足底板、膝サポー

ター）、運動療法などがあります。あとは手術となります。

［第70回］変形性膝関節症

なるほどよくわかる病気あれこれ

よく外来で以下ような質問をされます。

整形外科奴賀 賢

お困りなことがございまいしたら、お電話にてお問い合わせや、診察時に医

師・看護師へご相談ください。

訪問看護ステーション『なな心』は、ななえ新病

院に通院していないと利用できないかも？と思って

いませんか？

ななえ新病院以外に通院されている方の訪問看護

も行っております。

どうぞお気軽に声をおかけ下さい！

サプリメントは効きますか？

いつもお金があるならどうぞと言っています。整形外科学会では勧めてはい

ません。ただ、私が処方できるのは痛み止めしかありません。

関節注射はよくないと聞いたのですが…。

昔、ステロイドの関節注射を続けると、軟骨が壊れて問題があったからで

す。今の注射はヒアルロン酸で、軟骨が溶けることもなく、軟骨の成分か

らなるので問題ないことが分かっています。痛み、炎症を抑える効果があ

ります。

注射はずっとうっていて大丈夫ですか？

2週に一度の注射なら、今のところ保険上問題ないようです。これ以上間を

開ける分には問題ないのですが、痛いからといって、毎日来院されても、保

険上できません。1週おきだと連続5回までとなります。

注射は癖になるから嫌だ。

ずっと続けなければいけないわけではありません。楽になったら、期間を

開けたり、ご自由にやめても大丈夫です。

訪問看護を利用してみませんか？● ● ● ● ● ●

褥瘡の処置
中です

お薬を一緒に
セット中です
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